
﹇
削
る
﹈

３

産
業
技
術
力
強
化
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
同
条
第
一
項
第
四
号
又

は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
が
出
願
審
査
の
請
求
を
す
る
と
き
に
限
る
。）、
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
出
願
審
査
請
求
書
に
そ
の
旨
及
び
産
業
技
術
力
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成

十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
九
号
）
第
七
条
第
二
項
又
は
第
八
条
第
二
項
の
確
認
書
の
番
号
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

査
の
請
求
を
す
る
と
き
に
限
る
。）、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
八
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
、
特
定
多
国
籍
企
業
に
よ
る
研
究
開
発
事
業
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
産
業
競
争
力
強

化
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
出
願
審
査
請
求
書
に
そ
の
旨
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

４

﹇
略
﹈

﹇
削
る
﹈

５

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
九
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
出
願
審
査
請
求
書
に
そ
の
旨
及
び
中
小
企
業
の
も
の
づ

く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
六
条
第

二
項
の
確
認
書
の
番
号
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
許
法
第
四
十
八
条
の
三
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
な
く
な
つ
た
日
か

ら
二
月
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
末
日
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
経
過
後
一
年

を
超
え
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
の
経
過
後
一
年
と
す
る
。

６

特
許
法
第
四
十
八
条
の
三
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
な
く
な
つ
た
日
か

ら
二
月
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
末
日
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
）
の
経
過
後
一
年
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す

る
期
間
の
経
過
後
一
年
と
す
る
。

５
・
６

﹇
略
﹈

７
・
８

﹇
略
﹈

７

第
五
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、当
該
書
面
の
内
容（
当

該
回
復
理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。）が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

第
七
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、当
該
書
面
の
内
容（
当

該
回
復
理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。）が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
許
料
納
付
書
の
様
式
等
）

（
特
許
料
納
付
書
の
様
式
等
）

第
六
十
九
条

﹇
略
﹈

第
六
十
九
条

﹇
略
﹈

２

特
許
料
納
付
書
に
は
、
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
者
の
印
を
押
す
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

前
項
の
納
付
書
に
は
、
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
者
の
印
を
押
す
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

特
許
法
第
百
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
許
料
を
納
付
す
る
と
き
は
、
国
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合

に
あ
つ
て
は
国
以
外
の
者
の
持
分
の
割
合
を
、
同
法
第
百
九
条
若
し
く
は
第
百
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
又
は

他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
減
免
を
受
け
る
者
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
減
免
を
受
け
る
者
の

持
分
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
特
許
料
納
付
書
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
当
該
持
分
に
つ
い
て
証
明
す
る
書
面
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
証
明
す
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
特
許
庁
長
官
が
そ
の
提
出
の
必
要

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
許
法
第
百
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
許
料
を
納
付
す
る
と
き
は
、
国
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合

に
あ
つ
て
は
国
以
外
の
者
の
持
分
の
割
合
を
、
同
法
第
百
九
条
の
規
定
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
減
免
を

受
け
る
者
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
減
免
を
受
け
る
者
の
持
分
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
特
許
料

納
付
書
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
当
該
持
分
に
つ
い
て
証
明
す
る
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
既
に
特
許
庁
に
証
明
す
る
書
面
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
当

該
証
明
す
る
書
面
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

特
許
法
第
百
九
条
若
し
く
は
第
百
九
条
の
二
第
一
項
又
は
産
業
競
争
力
強
化
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
許
料
納
付
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
許
法
第
百
九
条
、
大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に
関
す

る
法
律
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
三
項
、
産
業
技
術
力
強
化
法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条

第
一
項
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
四
条
第
一
項
、
特
定
多
国
籍
企
業
に
よ
る
研
究
開
発
事
業
等
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
条
第
一
項
又
は
産
業
競
争
力
強
化
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
許
料
納
付
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
削
る
﹈

５

産
業
技
術
力
強
化
法
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
許
料
納
付
書
に
そ
の
旨
及
び
産
業
技
術
力
強
化
法
施
行
規
則
第
七
条
第
二
項
又

は
第
八
条
第
二
項
の
確
認
書
の
番
号
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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